
2021年10月25日

市場価格

ニュースエクスプレス

WPIC直近の活動

• 中国人民銀行は10月21日に、中国を象徴する商品であるパンダシリーズ

の40周年を記念して、国営造幣局の目玉商品となるパンダ貴金属コイン

セットの発行を承認した。セットには2005年以来初めてとなるプラチナ

パンダも含まれている。詳しくはプラチナ豆知識「パンダの復帰」

（2021年10月20日）をご覧ください。

https://platinuminvestment.com/about/60-seconds-in-platinum/2021/10/20

免責事項：本資料は情報提供に過ぎず、WPICの投資提案を意図するものではなく、また、そのように

解釈されるべきでもありません。

Pt & Pd

Market Weekly

Platinum Price Date

Open 1060.50 2021/10/18

High 1079.15 2021/10/22

Low 1036.60 2021/10/18

Close 1043.00 2021/10/22

Platinum Price Date

Open 3896.00 2021/10/18

High 3944.00 2021/10/22

Low 3801.00 2021/10/22

Close 3804.00 2021/10/22

円建て 円/グラム

ドル建て ドル/TOZ

Palladium Price Date

Open 2076.00 2021/10/18

High 2125.00 2021/10/20

Low 1983.00 2021/10/18

Close 2025.00 2021/10/22

ドル建て ドル/TOZ

Palladium Price Date

Open 7616.00 2021/10/18

High 7804.00 2021/10/20

Low 7264.00 2021/10/22

Close 7375.00 2021/10/22

円建て 円/グラム

https://www.mining.com/market-value-of-on-road-fuel-cell-vehicles-to-grow-to-160bn-by-

2042/

一般向け燃料電池自動車の市場価値、2042 年まで
に1600億ドルに、との調査報告

英国の市場調査会社 IDTechEx の最新レポートでは、一般向けの燃料電池自動車

の市場価値は20年間の年平均成長率23.9% 、2042年までには1600億ドルになる

という予測となっている。

レポートによると「日本、韓国、中国、ドイツ、アメリカのカリフォルニア州

などを含む主要自動車市場では燃料電池自動車(FCEV)の普及を大幅に増やす計

画だ。」

市場アナリストによると、燃料電池自動車技術への関心の高まりの背景には、

水素からの発電による燃料電池自動車を電気自動車の駆動装置に含めることで、

バッテリー電気自動車(BEV)の欠点となりうる航続距離の短さと充電の制限を

克服しながらも、路上の排ガス軽減を達成することができるという点がある。

コロナ禍後の需要増が落ち着き、上がりすぎたメタ
ル価格の修正でスーパーサイクルにストップ

過去2ヶ月間の鉱物資源価格の動きを見るとコモディティー市場は落ち着きを

取り戻しつつあり、鉱物資源のスーパーサイクル到来への期待を打ち砕く動き

となっている。

今月初めUBS が6月の報告の更新情報として発表したところによると、市場は

スーパーサイクルの幕開けにはなく、需要の展望は堅調だが、ファンダメンタ

ルズは高騰した価格を支え続けるほど強くはないとしている。

中国不動産大手の恒大集団の財政問題に端を発した中国での不動産販売の不振

は、電力不足問題と電力制限問題と相まって金属需要に水をさしており、UBS

によるとコロナ禍後の需要の一時的な高まりも先細りしている。

鉱山会社は出費を抑えるなどして良好な財務状況にあるため、このマーケット

の変化に持ち堪えることができるだろうが、鉄鉱石などの鉱物の展望は良くな

いとしている。

UBSは長期的には燃料炭価格は電気自動車生産の増加のおかげでニッケルとリ

チウム価格に追随するとしているが、アルミ価格は年半ばの価格レベルを維持

できないだろうとしている。

モルガン・スタンレーは、ダイアモンド市場について、インドの最近のデータ

によると未加工ダイヤモンド輸出入が減っており、特に輸出量の低下はダイヤ

モンド会社の販売動向を示唆しているということである。

https://www.miningmx.com/news/markets/47811-banks-say-metal-prices-are-in-cooling-off-

mode-as-covid-19-demand-impulse-weakens/

Translated by Kazuko Osawa, JBMA

https://news.yahoo.co.jp/articles/94f283eb1e7e0ab39f290215240b4dd64b6f6335

トヨタ「ミライ」が水素燃料満タンから無補給で
1,360kmを走破しギネス世界記録を樹立

水素燃料で走るトヨタのFCEV（燃料電池自動車）「MIRAI（ミライ）」が、満

タンから空っぽになるまで845マイル（約1,360km）の距離をゼロ・エミッショ

ンで走ったことが認められ、「無補給で最長距離を走った燃料電池EV」という

タイトルにてギネス世界記録を樹立しました。

記録樹立は10月8日でしたが、挑戦は8月23日と24日にロスアンジェルスにて行

なわれました。開始前の補給はたった5分間だけで、南カリフォルニア周辺を

往復。またこの記録と同時に、Ward's Automotive誌が選ぶ「10 ベスト・エンジ

ン＆推進システム」にも入り、新たな一里塚が築かれることになりました。
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